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現
在
、
大
島
事
務
所
は
、
皆
様
に
支
え
ら

れ
な
が
ら
左
記
の
ス
タ
ッ
フ
で
活
動
を
し
て

い
ま
す
。 

生
ま
れ
た
ば
か
り
の
、
未
熟
な
事
務
所

で
す
が
一
生
懸
命
に
頑
張
り
ま
す
の
で
、

何
卒
、
よ
ろ
し
く
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
お
願

い
し
ま
す
。 

尚
、
お
近
く
に
お
越
し
の
際
は
、
お
気
軽

に
事
務
所
に
お
寄
り
下
さ
い
。 

 

平
成
二
○
年
一
月 

 

国
会
事
務
所 

 
  

 
 

脊
尾 

清
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（
政
策
担
当
秘
書
） 

 
 

  
 

小
北 

典
代 

（
公
設
第
一
秘
書
） 

 
 

  
 

宇
佐
美
奈
央 

（事
務
所
員
） 

福
岡
事
務
所 

 
 

  
 

橋
本 

邦
男 

（福
岡
事
務
所
長
） 

 
  

 
 

金
田 

智
裕 

（
公
設
第
二
秘
書
） 

 
 

 
  

高
宮 

誠   

（私
設
秘
書
） 

 
 

 
  

栗
田 

美
紀 

（事
務
所
員
） 

 

左
の
写
真
は
、
昨
年
の
十
一
月
に
福
岡
で
催
さ
れ

た
「囲
む
会
」
で
の
ス
タ
ッ
フ
紹
介
風
景 

高宮   大島参議夫妻 栗田   金田    橋本   脊尾 

  

 

 

民主党の活動と運営を

支え、ともに行動する

18 歳以上の『党員・サ

ポーター』を募集して

います。 

◆年会費◆ 

党   員…6,000 円 

サポーター…2,000 円 

詳細は事務所迄ご連絡

下さい 

2008 元旦 

 雪が舞う中、厳かな気持ちで新年を迎えることができま

した。 

今年は、総選挙が予想されています。真の国民のため

の政治を行うため、国民の信を問う年になりそうです。 

元旦から各地で、私の決意を皆様にお伝えました。 

去
年
は
、
私
の
人
生
最
大
の
転
機
の
年
で
あ
り
変
革
の
年
に
な

り
ま
し
た
。 

市
議
会
議
員
三
期
十
二
年
、
民
主
党
に
籍
を
置
い
て
六
年
、
国
政

参
加
を
目
指
し
て
活
動
を
始
め
て
五
年
、
そ
の
間
二
度
の
惜
敗
を

経
験
し
て
、
参
議
院
比
例
選
挙
区
へ
の
出
馬
。
そ
し
て
皆
さ
ん
の

大
き
な
ご
支
援
を
頂
い
て
の
初
当
選
。
本
当
に
有
難
い
一
年
で
し

た
。 新

人
と
し
て
国
会
に
送
っ
て
頂
い
た
私
は
、
現
在
は
、
議
院
運

営
委
員
会
・
文
教
科
学
委
員
会
・
沖
縄
北
方
特
別
委
員
会
に
所
属

し
、
朝
八
時
か
ら
始
ま
る
各
委
員
会
の
部
門
会
議
に
も
積
極
的
に

参
加
さ
せ
て
頂
い
て
い
ま
す
。 

そ
の
甲
斐
も
有
っ
て
か
、
現
在
三
つ
の
法
案
の
策
定
と
二
つ
の

議
員
連
盟
の
立
ち
上
げ
に
携
わ
っ
て
お
り
ま
す
。 

▼
法
案
の
制
定 

法
案
策
定
の
一
つ
目
は
、
文
教
科
学
委
員
会
所
管

の
『
高
校
の
授
業
料
無
償
化
に
関
す
る
法
案
』
を
作

る
ワ
ー
キ
ン
グ
チ
ー
ム
に
参
加
さ
せ
て
頂
い
て
、
教

育
費
の
負
担
軽
減
の
た
め
の
新
し
い
法
律
の
作
成
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。 

二
つ
目
は
、
内
閣
官
房
に
関
わ
る
問
題
、
『
銃
規

制
の
改
正
に
関
す
る
法
案
』
で
す
。
昨
年
も
佐
世
保

の
銃
乱
射
や
幼
い
子
供
が
父
親
の
銃
を
触
り
暴
発
す

る
な
ど
悲
惨
な
事
件
が
起
き
て
し
ま
い
ま
し
た
。 

二
度
と
こ
の
様
な
痛
ま
し
い
事
件
が
起
こ
ら
な
い
よ

う
に
、
銃
の
所
持
に
関
す
る
規
定
や
保
管
に
関
す
る

基
本
的
考
え
方
を
改
正
す
べ
く
法
案
策
定
作
業
を
急

い
で
い
ま
す
。 

三
つ
目
は
、
厚
生
労
働
省
所
管
の
『
薬
害
肝
炎
の

被
害
者
救
済
に
関
す
る
法
案
』
で
す
。
政
府
は
世
論

の
後
押
し
と
内
閣
の
支
持
率
の
低
下
か
ら
被
害
者
の

一
律
救
済
を
表
明
し
て
い
ま
す
が
、
こ
こ
で
根
本
的

に
足
り
な
い
も
の
は
、
先
天
性
の
病
気
治
療
で
薬
害

肝
炎
に
感
染
し
た
人
を
救
う
法
律
案
に
は
な
っ
て
い

な
い
点
で
す
。 

そ
の
理
由
が
「
薬
を
使
わ
な
け
れ
ば
、
先
天
性
の
患

者
さ
ん
は
延
命
出
来
な
か
っ
た
の
だ
か
ら
、
感
染
し

て
も
仕
方
が
無
い
」
と
い
う
信
じ
ら
れ
な
い
論
拠
で

あ
る
と
言
い
ま
す
。
し
か
し
、
私
は
そ
ん
な
事
で
は
、

到
底
一
律
救
済
と
は
言
え
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

私
た
ち
民
主
党
は
、
全
て
の
被
害
者
の
方
々
が
何

ら
か
の
形
で
救
わ
れ
る
法
律
を
作
る
た
め
に
真
剣
に

議
論
し
て
い
ま
す
。 

▼
議
員
連
盟
立
ち
上
げ 

議
員
連
盟
の
立
ち
上
げ
の
一
つ
目
は
、
日
本

の
医
療
制
度
の
見
直
し
と
国
民
の
負
担
削
減

を
実
現
す
る
た
め
に
、
統
合
医
療
や
予
防
医

学
、
医
療
費
負
担
、
介
護
・
リ
ハ
ビ
リ
等
の
あ

り
方
を
検
討
し
、
部
分
医
制
度
の
導
入
拡
大
等

の
研
究
を
す
る
議
員
連
盟
で
す
。 

そ
し
て
二
つ
目
は
、
私
の
ホ
ー
ム
グ
ラ
ン
ド

で
あ
る
教
育
問
題
で
す
が
、
個
性
豊
か
な
子
供

達
の
育
成
充
実
の
為
に
、
民
間
で
の
研
修
機
関

を
も
含
め
、
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
・
学
習
面
等
、

あ
ら
ゆ
る
分
野
の
教
育
機
関
の
在
り
方
を
多

角
的
に
調
査
研
究
す
る
議
員
連
盟
で
す
。 

こ
の
二
つ
の
議
員
連
盟
を
通
常
国
会
が
始

ま
る
と
同
時
に
始
動
し
て
行
く
べ
く
、
現
在
準

備
を
さ
せ
て
頂
い
て
い
ま
す
。 

 
今
年
も
、
『
一
票
一
心
』
と
『
奉
仕
と
無
の

心
』
の
信
念
を
柱
に
、
一
人
一
人
の
国
民
の
皆

さ
ん
を
家
族
と
思
う
そ
の
心
で
国
政
に
関
わ

ら
せ
て
頂
き
ま
す
事
を
お
誓
い
し
て
、
本
年
の

年
頭
の
所
信
表
明
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。 
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